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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
燃
料
・
資
材
・

飼
料
価
格
等
が
上
昇
し
、
農
業
に
お
け
る
経
営
の

ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
県
内
の
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
技
術
・
経
営
な
ど
今
後

の
営
農
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
名
称

燃
料
・
資
材
・
飼
料
高
騰
に
対
す
る
相
談
窓
口

▽
設
置
期
間

４
月
18
日
（
月
）
か
ら
当
面
の
間

▽
相
談
受
付
時
間

平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

▽
設
置
場
所

佐
久
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー（
電
話
０
２
６
７
・

６
３
・
３
１
６
７
）

▽
相
談
の
内
容

燃
料
・
資
材
・
飼
料
高
騰
に
係
る
農
作
物
の
技
術

対
策
、
農
業
経
営
、
融
資
制
度
な
ど

燃
料
・
資
材
・
飼
料
高
騰
に
対
す
る
相
談
窓
口

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
業
界
研
究
フ
ェ
ア
」

▽
開
催
日
時
・
場
所
・
募
集
企
業
数

①
オ
ン
ラ
イ
ン

【
日
時
】
６
月
29
日
（
水
）
午
後
３
時
～
７
時
半

【
募
集
企
業
数
】
46
社
（
当
日
配
信
16
社
、
録
画

配
信
30
社
（
予
定
））

②
東
京
会
場

【
日
時
】
７
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

【
会
場
】
Ｊ
Ｒ
新
宿
ミ
ラ
イ
ナ
タ
ワ
ー

【
募
集
企
業
数
】
30
社
（
一
般
企
業
20
社
、
業
界
・

エ
リ
ア
10
団
体
（
予
定
））

▽
実
施
内
容

大
学
生
（
大
学
院
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
の
学

▽
金
額

上
限
２
０
０
万
円
（
補
助
率
２
分
の
１
以
内
）

▽
対
象
者

次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方

Ａ
．
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
１
月
31

日
ま
で
に
長
野
県
で
、
①
個
人
事
業
の
開
業
届
の

提
出
も
し
く
は
株
式
会
社
、
合
同
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
の
設
立
を
行
う
方
、
②
事
業
承
継
を
行
う

方
、
③
第
２
創
業
を
行
う
方

Ｂ
．
長
野
県
に
居
住
、
又
は
令
和
５
年
１
月
31
日

ま
で
に
居
住
を
予
定
し
て
い
る
方

▽
対
象
事
業

地
域
活
性
化
、
過
疎
地
対
策
、
買
い
物
弱
者
支
援
、

地
域
交
通
支
援
、
子
育
て
支
援
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
、
社
会
福
祉
等
の
地
域
課
題
解
決
に
資
す

る
事
業
で
あ
り
、
長
野
県
内
で
実
施
す
る
事
業

※
起
業
家
等
を
含
む
外
部
審
査
会
（
書
類
及
び
面

談
）
で
採
択
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
者
②
、
③
は
上
記
に
加
え
て
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
創
業
支
援
金
公
募

▽
受
付
期
間
（
変
更
後
）

５
月
16
日
（
月
）（
5
月
16
日
消
印
有
効
）
ま
で

▽
申
請
方
法

簡
易
書
留
な
ど
郵
便
物
の
追
跡
が
で
き
る
方
法
で

以
下
の
宛
先
へ
提
出
。

▽
提
出
先

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
株
式
会
社　

伊
那
支
店
内

「
長
野
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
協
力

金
」
事
務
局

※
２
期
（
2
月
21
日
～
３
月
６
日
要
請
分
）
の
受

付
期
間
（
３
月
15
日
～
５
月
16
日
）
は
変
更
な
し
。

※
１
期
と
２
期
そ
れ
ぞ
れ
申
請
が
必
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
協
力
金

事
務
局
（
電
話
０
２
６
５
・
９
８
・
６
４
４
０
） 

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止
協
力
金
受
付
の
期
間
延
長

販
路
開
拓
助
成
金
（
上
期
分
）
の
募
集
に
つ
い
て

　

長
野
県
産
業
振
興
機
構
は
、県
内
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
海
外
・
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お

け
る
新
市
場
開
拓
や
販
路
拡
大
を
支
援
す
る
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
た
展
示
会
な
ど
に
出
展

す
る
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
販
路
開
拓

助
成
金
」（
上
期
分
）
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
助
成
要
件
（
抜
粋
）

①
対
象
の
展
示
商
談
会　

５
月
25
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
に
出
展
す
る
展
示
会
、
見
本
市
等
（
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
実
施
す
る
展
示
会
等
を
含

む
）

②
対
象
者　

県
内
中
小
企
業
者
（
製
造
業
）
／
県

内
小
規
模
事
業
者
（
製
造
業
）

③
対
象
経
費　

国
内
：
出
展
料
、
海
外
：
出
展
料

及
び
そ
の
他
対
象
経
費
、
／
オ
ン
ラ
イ
ン
：
出
展

料
及
び
オ
プ
シ
ョ
ン
費
用

④
助
成
率

【
中
小
企
業
向
け
】
国
内
：
１/

３
以
内
、
海
外
：

１/

２
以
内
、
オ
ン
ラ
イ
ン
１/

３
以
内

【
小
規
模
事
業
者
向
け
】
２/

３
以
内
（
国
内
、

海
外
、
オ
ン
ラ
イ
ン
共
通
）

⑤
上
限
額 

国
内
：
20
万
円
、
海
外
：
75
万
円
、
オ
ン
ラ
イ
ン
：

20
万
円

▽
申
請
方
法

事
業
計
画
書
等
を
県
産
業
振
興
機
構
宛
て
郵
送
又

は
持
参
に
よ
り
提
出
。

▽
申
請
期
間　

５
月
12
日
（
木
）（
必
着
）

▽
提
出
先　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
産
業
振
興
機

構  

経
営
支
援
本
部  

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
部

生
含
む
）
に
対
し
会
社
概
要
、事
業
内
容
の
説
明
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
の
提
供
が
可
。

参
加
費
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
会
場
と
も
に
無
料
。

▽
申
込
方
法

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

▽
申
込
締
切

５
月
９
日
（
月
）
正
午
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ

【
受
付
事
務
局
】

株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
長
野
支
社
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２

６
・
２
６
９
・
７
０
６
０
）

ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
５
Ｇ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の

未
来
技
術
を
活
用
し
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

に
関
連
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
条
件
。

▽
公
募
期
間

５
月
31
日
（
火
）
ま
で

▽
応
募
方
法

事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、事
務
局
に
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
。

 

▽
問
い
合
わ
せ
先
）

長
野
県
産
業
振
興
機
構　

経
営
支
援
部
（
電
話
０

２
６
・
２
２
７
・
５
０
２
８
）
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ハーバー　 山岡 照明 社長

　

当
社
は
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
「
ハ
ー
バ
ー
研
究
所
」

＝
東
京
都
＝
の
子
会
社
で
、
本
社
は
北
海
道
苫
小
牧
市

に
置
い
て
い
ま
す
。
一
昨
年
12
月
、
御
影
に
小
諸
工
場

を
開
設
し
今
年
で
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
諸
工
場
は
主
力
商
品
の
化
粧
オ
イ
ル
「
高

品
位
ス
ク
ワ
ラ
ン
」
と
、
化
粧
水
「
Ｇ
ロ
ー
シ
ョ
ン
」

の
２
種
類
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
小
諸
工
場
開
設
を
決

め
た
当
時
、平
成
30
年
の
「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
７
）
で
、
北
海
道
全
体
が
大
規
模

停
電
に
な
り
、
震
源
地
か
ら
50
㎞
の
場
所
に
位
置
す
る

本
社
工
場
が
被
災
し
、
再
開
ま
で
３
日
を
要
し
ま
し
た
。

千
葉
県
の
配
送
セ
ン
タ
ー
へ
の
納
品
、
原
料
仕
入
れ
は

船
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
が
大
き
な
課
題

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
高
ま
り
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
生
産

拡
大
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
低
下
し
た
た
め
、
稼
働

は
穏
や
か
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
今
後
の
需
要
の
伸
び
や
工
場
の
稼
働
が
本
格

化
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
将
来
的
に
生
産
ラ
イ
ン
の
増

設
も
想
定
し
た
設
計
に
な
っ
て
お
り
、
い
つ
で
も
拡
張

で
き
る
準
備
は
整
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
従
業
員
は
９
人
。
フ
ル
稼
働
し
て
い
な
い
分
、

社
員
教
育
を
手
厚
く
で
き
る
こ
と
は
、
現
状
に
お
い
て

万
本
作
っ
て
も
お
客
様
に
届
く
の
は
た
っ
た
１
本

　

徹
底
し
た
全
品
検
品
で
信
用
得
る

何
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
当
社
製
品
は
全
数
検
品
を
貫
い
て
い
ま
す

が
、
部
品
の
チ
ェ
ッ
ク
、
キ
ャ
ッ
プ
の
締
め
具
合
、
印

刷
の
状
況
確
認
、
納
品
前
の
箱
詰
め
に
至
る
ま
で
、
全

て
の
工
程
が
そ
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
一
見
非
効
率
と

も
思
わ
れ
る
作
業
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
品
質
と
信
頼
が
維
持
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
従

業
員
に
と
っ
て
は
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
と
な
り
ま
す

業
も
含
め
た
社
員
全
体
に
浸
透
し
て
い
き
ま
す
。
一
つ

一
つ
の
努
力
と
実
行
に
裏
付
け
ら
れ
た
作
業
の
末
に
、

お
客
様
の
信
頼
が
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
社
員

教
育
の
中
で
身
に
着
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
何
千
本
、

何
万
本
作
ろ
う
と
も
、「
お
客
様
に
届
く
の
は
た
っ
た
１

本
」
な
の
で
す
か
ら
。

　

北
海
道
の
本
社
工
場
か
ら
遠
く
離
れ
た
小
諸
市
に
工

場
を
新
設
し
た
の
は
、「
災
害
に
強
い
場
所
」
と
い
う
理

由
か
ら
で
す
。

　

全
国
各
地
で
建
設
地
を
探
し
て
い
た
中
で
、
過
去
に

大
き
な
災
害
も
な
く
、
地
盤
も
強
固
な
小
諸
の
地
が
候

補
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

視
察
を
し
た
私
の
中
で
、
直
感
的
に
こ
こ
が
ベ
ス
ト

と
い
う
結
論
が
あ
り
ま
し
た
。
浅
間
山
が
一
望
で
き
る

立
地
は
本
社
工
場
と
も
似
て
い
て
、
当
社
の
企
業
理
念

に
な
っ
て
い
る
「
無
添
加
主
義
」（
商
標
登
録
）
の
イ
メ

ー
ジ
に
も
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
上
信
越
自
動
車
道
は

目
と
鼻
の
先
で
千
葉
県
の
配
送
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
良
い
。
小
諸
の
水
質
も
化
粧
品
と
し
て
の
水
に
適

し
て
い
ま
す
。

　

小
諸
工
場
は
今
後
、
少
品
種
、
多
量
生
産
へ
の
対
応

も
視
野
に
、
地
元
雇
用
の
期
待
に
も
応
え
て
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
元
で
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
身
近
な
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
よ
う
、
小
諸
工
場
を
通
じ

て
よ
り
認
知
度
を
高
め
て
い
く
方
策
も
練
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Voice to the future

が
、
同
じ
ラ
イ
ン
で
固
定
せ
ず
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
一
つ
検
品
を
終
え
る
度
に
自
ら
声

を
出
し
て
周
囲
に
報
告
し
、
周
囲
は
そ
れ
に
対
し
て
返

事
を
す
る
と
い
う
方
式
で
進
め
て
い
ま
す
。
集
中
力
を

切
ら
さ
な
い
よ
う
、
こ
こ
ま
で
徹
底
し
た
全
品
検
品
を

行
う
の
は
、
従
業
員
自
ら
が
品
質
維
持
に
対
し
て
ひ
と

つ
の
妥
協
も
な
く
製
品
を
作
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
自

負
、
自
信
、
確
信
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
当
然
、
工

場
で
こ
う
し
た
意
識
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
営
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東
小
諸
の
小
諸
市
野
生
鳥
獣
商
品
化

施
設
で
シ
カ
肉
の
加
工
を
行
う
「
み
や

び
」（
甘
利
雅
樹
代
表
）
は
、
駆
除
さ
れ

た
シ
カ
を
原
料
に
し
た
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

の
製
造
を
行
っ
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
商
品
が
着
色
料
、
酸
化
防

止
剤
、
防
腐
剤
、
防
カ
ビ
剤
を
使
用
し

て
い
な
い
。
シ
カ
肉
は
高
タ
ン
パ
ク
、

低
脂
肪
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
と
栄
養
価
も

高
い
こ
と
か
ら
、
獣
医
師
や
ペ
ッ
ト
愛

好
家
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。
商
品
は

ネ
ッ
ト
購
入
出
来
る
。

　

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
他
に
シ
カ
革
を
活

用
し
た
名
刺
入
れ
も
販
売
し
て
い
る
。

　

小
諸
市
か
ら
委
託
を
受
け
、
昨
年

は
小
諸
市
野
生
鳥
獣
商
品
化
施
設
で

５
０
０
頭
以
上
を
解
体
し
て
い
る
が
、

同
規
模
の
施
設
は
国
内
７
０
０
近
く
あ

駆
除
さ
れ
た
鹿
肉
を
「
資
源
」
に

　                                         　
　
　
　
　
　

み
や
び

る
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
食
用
と

し
て
加
工
、
販
売
可
能
な
認
定
も
受

け
て
い
る
。

　

良
質
な
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
を
製
造
す

る
に
は
新
鮮
な
肉
が
必
要
で
、
駆
除

さ
れ
運
び
込
ま
れ
た
シ
カ
は
そ
の
日

の
う
ち
に
す
べ
て
解
体
。
多
い
日
で

30
頭
も
運
び
込
ま
れ
る
日
も
あ
る
と

い
う
。

　

同
施
設
で
解
体
、
加
工
さ
れ
る
シ

カ
は
、
捕
獲
日
、
捕
獲
者
、
解
体
日

を
す
べ
て
記
録
。
肉
は
金
属
探
知
機

や
放
射
能
量
検
査
を
行
う
こ
と
で
安

全
性
を
担
保
し
て
い
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

    　

 

ア
サ
マ
２
０
０
０
パ
ー
ク

●小諸市高峰高原● TEL：23-1714 ●営業時間：8 時半～ 16 時（季節変動あり）　●ＨＰ：https://asama2000.com/

●小諸市甲１８９１- １● URL：https://komoro-premium.jp/pet-food/

　
　

　

八
満
の「
夢
ハ
ー
ベ
ス
ト
農
場
」（
小

林
拓
美
代
表
）
が
、
安
心
安
全
な
有

機
農
産
物
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
認
証

制
度
「
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
」
を
、
一

部
圃
場
で
取
得
し
た
。

　
「
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
」
と
は
、
登

録
認
証
機
関
が
栽
培
、
種
苗
・
育
苗
、

肥
培
管
理
、病
害
虫
管
理
、栽
培
計
画
・

栽
培
記
録
な
ど
を
検
査
。
栽
培
し
た

農
産
物
な
ど
が
、
化
学
合
成
農
薬
や

化
学
合
成
肥
料
に
よ
る
汚
染
が
な
い

こ
と
な
ど
を
認
証
す
る
制
度
。。
そ
の

た
め
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
が

な
い
こ
と
が
担
保
さ
れ
、
農
地
本
来

の
生
産
力
を
生
か
し
、
環
境
へ
の
負

荷
を
で
き
る
だ
け
低
減
し
た
方
法
で

栽
培
さ
れ
た
作
物
へ
の
信
頼
性
が
高

ま
る
。

　

同
農
場
で
は
３
５
０
種
類
を
上
回

る
ハ
ー
ブ
、
１
万
株
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

が
こ
れ
か
ら
8
月
に
か
け
て
そ
れ
ぞ

れ
色
づ
き
、
例
年
7
月
頃
か
ら
は
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
も
始
ま
る
。
コ
ロ

環
境
に
配
慮
し
た
農
場
づ
く
り

　
　
　
　
　

夢
ハ
ー
ベ
ス
ト
農
場
ナ
禍
に
よ
る
室
内
で
密
に
な
る
こ
と

に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
今

後
新
た
に
農
場
内
に
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ト
を
敷
い
て
喫
茶
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

す
る
こ
と
も
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
農
場
ラ
ベ
ン
ダ
ー

１
０
０
％
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ

ル
」
や
「
フ
ロ
ー
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

は
店
舗
、
ネ
ッ
ト
で
購
入
で
き
る
。

　

小
林
代
表
は
、「
認
定
圃
場
で
栽
培

し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ハ
ー
ブ
を
使
用

し
た
商
品
展
開
と
し
て
、
ま
ず
は
フ

レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

●小諸市八満 2157-2 ● TEL：25-9255　●営業時間： 9 時半～ 17 時　木曜定休（6 ～７月は無休）● http://yume-harvest.com/
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小
諸
駅
舎
内
に
あ
る
カ
フ
ェ
「
小

諸
駅
の
ま
ど
」（
金
山
裕
美
店
長
）
は
、

地
域
交
流
の
た
め
に
店
内
に
設
置
し

た
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
活
用
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

4
月
に
は
小
諸
市
出
身
の
３
人
の

書
道
家
の
作
品
展
を
開
催
。
行
書
や

草
書
、
篆
刻
な
ど
約
20
点
を
展
示
し
、

開
催
期
間
中
は
書
道
家
の
同
級
生
ら

が
駆
け
付
け
店
内
で
喫
茶
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

　

今
月
は
、
小
諸
市
に
ア
ト
リ
エ
を

構
え
る
昆
虫
写
真
家
・
海
野
和
夫
さ

ん
の
写
真
展
と
鉄
道
写
真
展
を
開
催

し
て
い
る
。

　

現
在
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

た
作
品
出
展
者
を
募
集
中
。

　

同
店
は
か
つ
て
「
み
ど
り
の
窓
口
」

と
し
て
、
３
年
前
ま
で
切
符
販
売
窓

口
と
し
て
利
用
さ
れ
て
た
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

申
し
込
み
は
郵
便
局
窓
口
の
み
で
、

実
際
に
置
く
商
品
の
ラ
ベ
ル
見
本
と

価
格
表
の
ほ
か
、
販
売
に
必
要
な
各

種
許
可
書
の
写
し
の
提
出
が
必
要
。

小
諸
郵
便
局
以
外
の
局
で
も
販
売
し

た
い
場
合
は
取
次
も
す
る
。

　

同
局
で
は
こ
の
ほ
か
、
駐
車
場
も

含
め
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
移
動
販
売

車
の
出
店
も
随
時
受
け
付
け
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
窓
口
、
ま
た
は

同
局
（
電
話
２
２
・
０
０
８
３
）
ま
で
。

地
域
の
地
産
地
消
を
応
援

　
　
　
　
　
　 

小
諸
郵
便
局

作
品
展
で
地
域
交
流
促
す

　
　
　
　

小
諸
駅
の
ま
ど

　

紺
屋
町
の
小
諸
郵
便
局
（
滝
沢
栄

局
長
）
は
、
地
産
地
消
推
進
の
た
め

に
局
内
に
「
無
人
販
売
棚
」
を
開
設
。

出
品
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　

販
売
で
き
る
品
目
は
、
野
菜
や
く

だ
も
の
な
ど
の
農
作
物
、
パ
ン
や
焼

き
菓
子
な
ど
の
加
工
品
の
他
、
ア
ク

セ
サ
リ
ー
な
ど
雑
貨
も
可
。
利
用
料

は
1
カ
月
１
区
画
４
４
０
０
円
（
税

込
）。

　

現
在
、
同
局
に
は
市
内
の
農
家
が

栽
培
し
た
野
菜
や
事
業
所
が
販
売
し

て
い
る
焼
き
菓
子
、
卵
な
ど
が
並
ん

で
い
る
。
開
設
し
て
半
年
ほ
ど
に
な

る
が
、
利
用
者
か
ら
は
好
評
で
、
商

品
に
よ
っ
て
は
催
促
の
問
い
合
わ
せ

を
改
修
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
会
議
、
セ

ミ
ナ
ー
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
な
ど
に

対
応
で
き
る
カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
事
業
所
の
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
に
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

は
地
域
の
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。

　

金
山
代
表
は
「
作
品
展
な
ど
に
限

ら
ず
、
電
車
や
バ
ス
の
待
合
時
間
に

お
茶
を
楽
し
ん
だ
り
、
待
ち
合
わ
せ

の
場
と
し
て
気
軽
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

●相生町 1-1-1 小諸駅舎内 ●ＴＥＬ：46-8536 ●営業時間：10 ～ 17 時 火曜定休

●小諸市紺屋町 2-9-1 ● TEL：22-0083 ●営業時間：9 ～ 17 時 （郵便窓口のみ～ 19 時）土日祝日定休
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５月６日から「福祉制度キャンペーン」

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
手
法
に
関
心

空
き
家
活
用
に
「
共
感
投
資
フ
ァ
ン
ド
」

　

当
所
青
年
部
の
新
年
度
総
会
は

４
月
19
日
に
開
き
、
新
会
長
に
大

西
響
さ
ん
（
大
西
製
粉
）
を
選
任

し
た
。
任
期
は
１
年
。

　

青
年
部
会
員
は
現
在
48
人
。
大

西
新
会
長
は
新
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
「
小
さ
な
一
歩
、
大
き
な
活
動
」

～
こ
こ
で
生
き
て
、
こ
こ
で
楽
し

　

全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
と
ア
ク
サ
生
命

が
運
営
す
る
「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」
は
、

５
月
６
日
か
ら
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
「
福

祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
。

　
「
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
」
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
会
員
事
業
所
の
福
祉
向
上
に
役

立
て
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

　
「
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
」
は
経
営
者
、
役

員
の
保
証
や
退
職
金
準
備
他
、
入
院
や
介
護
、

老
後
に
備
え
た
様
々
な
保
障
ニ
ー
ズ
応
え
る

内
容
。

　

問
い
合
わ
せ
は
当
所
総
務
課
（
電
話

２
２
・
３
３
５
５
）。

青年部
新
会
長
に

大
西
響
さ
ん
（
大
西
製
粉
）
む
～
」
と
し
た
。

　

主
な
役
員
は
次
の
通
り
。

▽
会
長

大
西
響
（
大
西
製
粉
）

▽
直
前
会
長

吉
田
俊
（
ヨ
シ
ダ
）

▽
副
会
長

清
水
健
教
（
名
城
工
業
）

小
泉
裕
望
（I.N.T

）

▽
監
事

宮
嶋
伸
光
（
宮
嶋
林
檎
園
）

村
松
丈
徳
（
村
松
商
店
）

▽
会
計

依
田
伸
幸
（
依
田
建
築
）

▽
総
務
運
営
委
員
長

黒
澤
隆
一
（
佐
久
通
運
）

▽
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
長

高
橋
拓
哉
（Silk sun

）

▽
経
営
研
修
企
画
委
員
長

櫻
井
浩
多
（
ボ
デ
ィ
ー
オ
ー
ト
桜

井
）

▽
商
工
業
活
性
化
委
員
長

竹
内
浩
太
（
竹
幸
商
店
）

　

当
所
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

（
佐
藤
英
人
委
員
長
）
主
催
の
勉
強

会
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
手
法
を

学
ぶ
・
次
世
代
の
建
物
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
＆
フ
ァ
ン
ド
」
は
４
月
20

日
、
小
諸
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
開
い
た
。
約
40
人
が
参

加
し
た
。

　

講
師
は
、
神
奈
川
県
で
空
き
店

舗
活
用
に
取
り
組
む
「
エ
ン
ジ
ョ

イ
ワ
ー
ク
ス
」
の
福
田
和
則
さ
ん
。

空
き
店
舗
活
用
に
必
要
な
資
金
を
、

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
、
応

援
し
た
い
人
か
ら
集
め
る
「
フ
ァ

ン
ド
」
に
よ
る
建
物
再
生
、
地
域

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

福
田
氏
は
、
15
年
の
事
業
で
得

た
気
づ
き
と
し
て
「
市
民
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
担
い
手
と
な
っ
て

地
域
価
値
向
上
に
取
り
組
む
『
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
が
重
要
」

と
し
、
持
続
可
能
性
の
高
い
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
と
し
て

「
人
材
不
足
」「
財
源
確
保
」
の
２

点
を
指
摘
。

　

そ
の
課
題
解
決
策
と
し
て
、
空

き
家
や
遊
休
不
動
産
の
収
益
物
件

化
に
様
々
な
人
を
巻
き
込
み
、
企

画
か
ら
事
業
計
画
、
資
金
調
達
、

工
事
、
運
営
な
ど
事
業
の
各
過
程

で
「
知
恵
、
労
働
、
出
資
」
の
投

資
を
通
し
て
体
験
を
共
有
し
、
共

令和 4 年度新しい生活様式住宅リフォーム支援事業補助金

　当所建設委員会（谷和人委員長）が、今年１月に市へ要望した「新しい
生活様式住宅リフォーム支援事業補助金」の継続について、今年度も継続
されることになりました。
　内容は前回同様。申請は６月１日より小諸市役所建設課窓口で受付開始。
詳細については小諸市役所ホームページをご覧ください。

感
を
集
め
る
「
共
感
投
資
フ
ァ
ン

ド
」
を
紹
介
し
た
。

　

講
義
終
了
後
は
、
菱
野
温
泉
薬

師
館
の
花
岡
隆
太
さ
ん
と
、
大
西

製
粉
の
大
西
響
さ
ん
が
地
元
企
業

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活

用
事
例
を
紹
介
。

　

薬
師
館
の
温
泉
の
素
や
リ
フ
ォ

ー
ム
、
そ
ば
の
実
を
使
っ
た
レ
シ

ピ
開
発
「
そ
ば
の
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
成
果
や
感
想
を
発
表
し
た
。

事
例
発
表
を
し
た
花
岡
さ
ん
（
左
）

と
大
西
さ
ん



   － 7 －

委員会だより４月の議題

委員会活動から 　

花
見
シ
ー
ズ
ン
の
「
桜
ま
つ
り
」

に
続
き
、
市
内
で
は
本
格
的
な
登
山

シ
ー
ズ
ン
を
告
げ
る
「
浅
間
山
開
き
」

（
８
日
）
や
「
車
坂
峠
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
ぐ
。

　

こ
の
う
ち
、
当
所
観
光
委
員
会
が

参
画
す
る
「
小
諸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
15
日(

日
）
に

チ
ェ
リ
ー
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
を
会
場
と

し
て
、
第
18
回
車
坂
峠
ヒ
ル
ク
ラ
イ

ム
を
開
催
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
、
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
中
止
と
し
た
回
の
参
加

申
込
者
の
優
先
参
加
枠
を
設
け
、
全

国
各
地
か
ら
の
自
転
車
愛
好
家
約

３
８
０
人
が
参
加
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

当
所
中
小
企
業
相
談
所
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
係
る
助

成
金
や
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
な
ど
の
各
種
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

当
所
と
し
て
は
、
感
染
症
防
止
対
策
を
取
り
な
が
ら

相
談
窓
口
を
継
続
す
る
た
め
、
ま
た
お
待
ち
い
た
だ
か

ず
に
相
談
が
出
来
る
よ
う
、「
来
所
時
の
事
前
連
絡
」
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
復
活
支
援
金
の
申
請
に
係
る
事
前
確
認

に
つ
い
て
は
、
申
請
Ｉ
Ｄ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
事
業

復
活
支
援
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
Ｉ
Ｄ
を
予
め
発

番
し
て
問
い
合
わ
せ
頂
く
と
円
滑
な
案
内
が
可
能
で
す
。

　

事
業
復
活
支
援
金
に
つ
い
て
は
５
月
中
も
専
門
家
を

迎
え
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
合
わ
せ

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
中
小
企
業
相
談
所
（
電
話
２
２
・
３
３
５
５
）

ま
で
。

■
観
光
委
員
会

４
月
１
日

・
令
和
４
年
度
事
業
に
つ
い
て

■
建
設
委
員
会

４
月
６
日

・
視
察
研
修
に
つ
い
て

■
商
業
委
員
会

４
月
19
日

・
土
日
の
賑
わ
い
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て

・
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｇ
Ｅ
に
つ
い
て

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

■
工
業
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

特
別
委
員
会
合
同
会
議

４
月
６
日

・
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

■
農
商
工
連
携
特
別
委
員
会

４
月
19
日

・
モ
ロ
コ
養
殖
実
験
事
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

■
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

４
月
20
日

・
勉
強
会
に
つ
い
て

■
も
の
づ
く
り
特
別
委
員
会

４
月
30
日

・
こ
も
ろ
ん
味
噌
焼
そ
ば
販
売
（
Ｆ
ｏ

ｏ
ｄ　

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
）

　

当
所
商
業
委
員
会
（
小
林
敬
志
委
員
長
）

が
一
昨
年
５
月
よ
り
開
催
し
て
い
る
「
Ｋ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
は
、

運
営
方
法
を
変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

毎
週
水
曜
日
は
当
所
が
主
管
。
そ
の
他
の

曜
日
は
、
出
店
者
有
志
に
よ
る
団
体
「
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
実
行
委
員
会
」(

高
橋
義

英
代
表
）
が
運
営
す
る
。

　

出
店
料
は
引
き
続
き
無
料
。

　

こ
の
変
更
に
伴
う
出
店
希
望
の
申
し
込
み

先
は
次
の
通
り
。

▽
水
曜
日

　

当
所
商
業
委
員
会（
電
話
２
２
・３
３
５
５
）

▽
そ
の
他
曜
日

　

風
味
堂
（
電
話
２
３
・
１
８
１
５
）

　

当
所
観
光
委
員
会
（
中
野
信
之
委
員

長
）
は
、
懐
古
園
馬
場
を
中
心
に
桜
ま

つ
り
を
彩
る
ボ
ン
ボ
リ
を
取
り
付
け
、

訪
れ
る
観
光
客
を
も
て
な
す
事
業
を
行

っ
た
。

　

今
年
は
来
園
者
の
市
街
地
回
遊
を
促

そ
う
と
、
相
生
坂
公
園
の
ポ
ー
ル
を
活

用
し
て
、
宿
泊
客
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記

し
た
ボ
ン
ボ
リ
も
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
相
生
坂
公
園
に
は
新
年
度
に

合
わ
せ
た
黄
色
の
「
ア
ン
ブ
レ
ラ
ス
カ

イ
」
も
開
催
し
た
。

桜
ま
つ
り
を
彩
る

ボ
ン
ボ
リ
を
設
置

観　光

コロナ禍に対応　初夏のイベント開催

◆
中
小
企
業
相
談
所
か
ら
◆

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
飲
食
店
の
支
援

と
し
て
始
め
た
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
の
総
売
上
額
は
、
こ

れ
ま
で
に
２
２
０
０
万
円
を
超
え
た
。
延
べ

来
店
者
数
２
５
０
０
０
人
、
出
店
合
計
数

１
０
０
０
店
に
の
ぼ
る
。

ＫＯＭＯＲＯ ＦＯＯＤ ＳＴＡＧＥ　運営方法を変更
水
曜
日
は
当
所
主
管

そ
の
他
の
曜
日
は
実
行
委
で
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　当所では、小諸市の委託を受け、新型コロナウイルス感染拡
大により大きな経済的影響を受けている市内事業者の売上向上
を支援するため、「小諸市消費喚起促進事業」への参加事業者
を以下のとおり募集します。
　複数店舗を保有する事業者は原則店舗ごとの申請をお願いし
ます。
▽事業概要
　割引利用上限：総額６千万円（消費喚起効果：３億円）
▽チケット券種
　一つのＩＤ（携帯電話番号）あたり、合計 5000 円の割引チ
ケットが付与されます。
　以下４種類の券を発行し、買物金額に応じて１会計あたり、
いずれか１枚が利用できます。
① 1000 円割引チケット （5000 千円以上の買物で利用可）
② 500 円割引チケット （2500 円以上の買物で利用可）
③ 200 円割引チケット （1000 円以上の買物で利用可）
④ 100 円割引チケット （500 円以上の買物で利用可）
※①～④の各券に利用回数制限はなく、総利用額 5000 円に達
するまで何回でも利用できます。
▽配布方法
　専用アプリ（TicketQR）をスマートフォンにダウンロードし、
利用登録したすべてのＩＤに合計 5000 円分の割引チケットが
自動的に付与されます。
▽配布対象
　制限なし（市外在住者、観光客等も利用可）
▽利用期間
　令和４年６月１日（水）から令和４年７月 31 日（日）（予定）
※ただし、新型コロナ感染拡大の状況等によって、実施時期の
変更を行う場合があります。
※また、チケット利用額が予算額に達する見込となった際は、
キャンペーンを早期に終了する場合があります。（その際は事
前に早期終了の周知を行い、終了日以降自動的にアプリ上のチ
ケット機能が利用不可となります）
▽参加事業者の資格と条件
　次の１～４のすべてを満たす事業者が対象です。

１．小諸市内に対面販売を行う実店舗を有する事業者又は個人
事業主。
※本社・本店が市内にあるか否か問いません。
２．「参加事業者の遵守事項」について誓約する事業者
３．長野県が推進する「新型コロナ対策推進宣言」に取り組み、
店頭にポスターやステッカーを掲示している事業者（利用開始
日（６月１日）までに取り組みを始める事業者も含む）。 特に、
飲食店については、「信州の安心なお店認証制度」へのアップ
グレードを行うことを推奨する。
４．次に該当する事業者は、対象外とします。
　①暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３
年法第 77 号）第２条第２号に規定する暴力団、同条第６号に
規定する暴力団員、又は暴力団員と社会的に非難されるべき関
係を有するもの
　②風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和
23 年法律第 122 号）第 2 条第 5 項に規定する性風俗関連特殊
営業を行っている事業者
　③募集要項「５．チケットの利用対象とならないもの」に記
載する取引・商品のみを取り扱う事業者
　④その他の法令又は公序良俗に反するもの
▽申請受付締切
　１次締切 ５月６日（金）
　２次締切 ５月 13 日（金）両日ともに正午必着
※なお、締切後もキャンペーン期間中は随時申請を受け付けま
すが、締切後に申請された事業者は、キャンペーン開始日にＱ
Ｒコードや店内掲示物等の配布が間に合わない可能性がありま
す。
　参加希望の事業者は当所ホームページより、参加事業者募集
要項をご確認のうえ、登録申請書をメール又はＦＡＸ、郵送
などで当所までご提出ください。（要項、登録申請書は当所他、
小諸市役所でも配布しております）
▽提出先

（メール）：komopon@kcci.komoro.org
（ＦＡＸ）：２３・９０３０
（郵　送）：〒 384-0025 小諸市相生町 3-3-12 小諸商工会議所内

小諸市消費喚起促進事業
参加事業者募集

　コロナ禍での飲食店支援の一つとして、既存事業者の新
商品開発や販売促進などに活用していただくため、当所も
のづくり特別委員会（塩川秀忠委員長）が貸し出しを行っ
ているキッチンカーは、今年度から有料化になります。

▽貸出料
営業日１日あたり２，０００円
※営業日…キッチンカーを使用して販売活動を行った日
▽内部設備
冷蔵・冷凍庫、給排水タンク、発電機（２，０００ｋｗ）
▽貸出対象者
原則当所会員（詳細についてはお問い合わせください）
▽営業許可の範囲　飲食店営業
▽貸出の流れ

【利用登録】

営業内容などをご相談いただき、許可範囲内で販売でき
る品目などを確認のうえ、利用者登録申請をしていただ
きます。

【予約】
審査通過後に利用予約を受け付け、日程調整を行います。

【貸出当日】
貸出期間中の営業日数に応じて利用料金をお支払いいた
だき、キッチンカーの点検を実施のうえ貸渡します。

【返却時】
返却予定日にキッチンカーを所定の場所へ返還いただき、
点検を実施。予定の営業日数に加えて販売を行った場合、
行った日数に応じて追加料金をお支払いいただきます。
▽その他
貸出についてご検討の方を対象に、申請前にキッチンカ
ーの内部などの事前確認も受付中。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
貸
出
受
付
中
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月５　

再
整
備
の
た
め
に
臨
時
休
園
し
て
い
た
小
諸
市
動
物
園
が
４

月
29
日
に
再
オ
ー
プ
ン
し
た
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
玉

は
ペ
ン
ギ
ン
舎
。ペ
ン
ギ
ン
の
血
統
管
理
や
活
用
を
図
る
た
め
、

以
前
暮
ら
し
て
い
た
ペ
ン
ギ
ン
の
代
わ
り
に
新
潟
県
の
「
マ
リ

ン
ピ
ア
日
本
海
」
と
、東
京
都
の
「
葛
西
臨
海
水
族
園
」
か
ら
、

合
せ
て
８
羽
を
迎
え
入
れ
た
。

　

新
し
い
ペ
ン
ギ
ン
舎
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
ペ
ン
ギ
ン
の
生

活
ぶ
り
が
楽
し
め
る
演
出
空
間
に
し
て
い
て
、
以
前
と
比
べ
生

き
物
の
躍
動
感
が
伝
わ
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
15
年
に
開
園
し
た
小
諸
市
動
物
園
は
、
県
内
最
古
、
国

内
で
も
５
番
目
の
歴
史
あ
る
施
設
だ
。
か
つ
て
は
ゾ
ウ
を
は
じ

め
ト
ラ
や
ア
シ
カ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
90
種
類
ほ
ど
飼
育
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
大
型
動
物
は
ラ
イ
オ
ン
の「
ナ

ナ
」
程
度
で
、
飼
育
数
も
半
減
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
の
ペ
ン
ギ
ン
舎
改
修
。
４
年
後
の
開
園
百
周
年

に
向
け
、
動
物
園
が
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
。
今
か
ら
注
目

だ
。

▽
10
日
（
火
）

・
税
務
相
談　
（
13
時
～
）

▽
11
日
（
水
）

・
小
諸
青
色
申
告
会
定
時
総
会　
（
16
時
～
）

・
工
業
委
員
会　
（
18
時
～
）

▽
12
日
（
木
）

・
建
設
委
員
会　
（
10
時
半
～
）

・
法
律
相
談　
（
13
時
半
～
）

▽
16
日
（
月
）

・
労
務
年
金
相
談　
（
13
時
～
）

・
電
子
ク
ー
ポ
ン
市
民
説
明
会
（
13
時
半
～
）

▽
17
日
（
火
）

・
経
営
相
談　
（
９
時
～
）

▽
18
日
（
水
）

・
佐
久
法
人
会
小
諸
支
部
総
会
（
15
時
～
）

▽
20
日
（
金
）

・
登
記
法
律
相
談　
（
13
時
～
）

・
女
性
会
定
時
総
会　
（
17
時
半
～
）

▽
25
日
（
水
）

・
電
子
ク
ー
ポ
ン
市
民
説
明
会
（
14
時
～
、

　

18
時
～
）

 堀江 博幸 さん

利
用
者
か
ら
好
評　

農
業
や
自
然
体
験
ツ
ア
ー

アサマフィールドネットワーク

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

　軽井沢・小諸地域を中心に山登り、ツリーハウス作
り、農業体験など自然体験ツアーを企画。多くのリピ
ーターから好評をいただいています。
　新型コロナウイルスの感染が拡大し始めてから、オ
ーダーメイドでツアーを組み立てる貸切の「オリジナ
ルプライベートツアー」や、「マイ田んぼ」を借りて
年間を通して作業するコースの人気が急上昇しまし
た。
　米作りは「米」の字形から、「八十八の手間がかかる」
と言われています。「マイ田んぼ」は一つ一つの作業
が体験できるため、利用者から「田植えや稲刈り以外
の作業を初めて知った」という声も届いています。
　昔ながらの農法も体験でき、都会の人以外に県内の
農業経験者からも好評。愛着が湧き、田んぼに名前を
付けて看板を掲示する人も多いです。新嘗祭の前日に
は利用者が集い、作った米の食べ比べを行います。そ
れぞれ味が異なり、食べ比べを通して利用者同士の交
流も魅力の一つです。　
　今後の目標は、当社事務所であり妻が経営している

「農カフェわのん」を使い「古民家の宿泊、美味しい
食事、アウトドア体験」をセットで提供すること。も
う一つは、後進ガイドの育成です。自然と関わること
が好きでこの仕事を選び、米作りのため小諸に移住し
ました。食も山も、季節ごとの楽しみがあり、ツアー
を通してお客様やツアー仲間と楽しみを共有しつつ、
次代の魅力あるガイドを育てていきたいです。

■
新
規
入
会

・
み
や
び　

御
影
新
田

１
９
４
７
―
２　

甘
利
雅
樹

・
内
建
外
装　

柏
木
２
２
４

―
２
１　

内
堀
一
男

　
■
所
在
地
変
更

・
ニ
ュ
ー
交
通
小
諸
営
業
所

　

赤
坂
１
―
４
―
４

■
代
表
者
変
更

・
み
か
げ
作
業
所

 

　

小
山
良
子
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【チャレンジ企業相談室】
　創業や起業にはビジネスプラン、事業計画書の作成、資金
調達、会社設立のための手続きなど様々な準備が必要です。
当所は創業、起業を志す方を力強くサポートするための相談
窓口「チャレンジ企業相談室」を開設しています。「創業、
起業するための手続きが分からない」「創業時に使える公的
融資制度を知りたい」など、様々な課題のご相談に対応しま
す。
▽秘密厳守、相談無料。
▽準備の進め方、業種業態選び、資金計画や経営計画はもち
ろん、創業に必要な各種申請及び届出、公的融資、助成金の
申請手続きについても個別にアドバイスするほか、記帳や税
務でお悩みの創業者を対象にしたアドバイスも実施。創業後
のアフターフォローも常時対応しています。
▽当相談室では常駐のコーディネーターがご相談を承ってお
ります。弁護士、税理士、司法書士、社会保険労務士、中小
企業相談士など各分野の専門家と連携し創業者支援を行いま
す。
★開業手順の一例（各手順をサポート！）
　手順①　店舗の確定
　手順②　屋号の決定
　手順③　機材の購入
　手順④　認可、許可の取得
　手順⑤　開業

【なんでも無料相談会】
　毎月法律、税務、登記、労務、経営、金融の各分野のプロ
が相談無料であなたの疑問、質問を解決します。各分野の相
談会日程、予約についてはお問い合わせください。

【ワンストップ総合相談会】
年３回開催（例年７月、11 月、３月）の「ワンストップ総
合相談会」では、様々な疑問や問題を抱える方のために、各
分野のプロが一斉に集い、複数の相談事も一度にできます。

【小諸創業塾】
　「創業」をご検討されている方、興味をお持ちの方を対象に、

事業を開始するための心構え、ビジネスプラン（事業計画書）
の作成、融資制度や事例の紹介など創業に役立つ実践的知識
などを習得できる「小諸創業塾」。
　新規事業に必要な基本知識を短時間で網羅し、ビジネスプ
ラン作成、販売促進、営業方法など具体的で役に立つ入門コ
ースです。
　漠然と創業を考えている方から創業間近の方まで幅広く
参加できるセミナーです。経営者への第一歩として是非参加
ください。
○開催時期
例年 10 月から 11 月までの間
○会場
小諸商工会議所 ３階研修室
○対象
創業に興味をお持ちの方、創業まもない方、経営について学
びたい方
○定員 １５人 ※先着順締切
※令和３年度の開催内容です。年度ごと
開催内容に変更がある場合がございます。
最新情報は小諸商工会議所ホームページ
などで告知いたしますのでご確認くださ
い。
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担当：起業コーディネーター青木


